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議事日程  

 

第１ 発委第１号 町長の専決処分の指定に関する条例の一部を改正する条例 

第２ 同意第１号 川棚町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件 

第３ 議案第１号 平成２９年度川棚町一般会計補正予算（第６回） 

第４ 議案第２号 平成２９年度川棚町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回） 

第５ 議案第３号 平成２９年度川棚町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回） 

第６ 議案第４号 平成２９年度川棚町介護保険事業特別会計補正予算（第３回） 

第７ 議案第５号 平成２９年度川棚町観光施設事業特別会計補正予算（第３回） 

第８ 議案第６号 平成２９年度川棚町公共下水道事業特別会計補正予算（第４回） 

第９ 議案第７号 平成２９年度川棚町水道事業会計補正予算（第１回） 

第10 議案第８号 川棚町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

第11 議案第９号 川棚町都市公園条例の一部を改正する条例 

第12 議案第10号 川棚町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

第13 議案第11号 川棚町介護保険条例の一部を改正する条例 

第14 
 

議案第12号 
 

川棚町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定

める条例 

第15 議案第13号 川棚町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 

第16 議案第14号 公有水面埋立の件 
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（１０：００） 

議 長 ご起立願います。おはようございます。よろしくお願いしま

す。ご着席ください。 

  ただいまの出席議員は１４名です。定足数に達しておりますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

議 長 日程第１、発委第１号「町長の専決処分の指定に関する条例

の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。

議会運営委員長。 

議会運営委員長 おはようございます。平成３０年３月６日。川棚町議会議

長初手安幸様。提出者、議会運営委員会委員長三岳昇。町長の専決処分の指

定に関する条例の一部を改正する条例の提出について。上記の議案を別紙の

とおり地方自治法第１０９条第６項及び川棚町議会会議規則第１４条第３項

の規定により提出します。 

それでは発委第１号「町長の専決処分の指定に関する条例の一部を改正す

る条例」の提案理由の説明をいたします。この条例は、平成１３年３月議会

において議員発議として提案、可決され、同年４月１日から施行されており

ます。その後、第２条専決事項関係で、条例の改正が必要な場合は、議会運

営委員長が発議して提出し、一部改正を行ってきたところであります。 

今回提案するのは、地方自治法第９６条に議決事件として列挙されている

第１号「条例を設け又は改廃すること。」に関することで、法律等の改正に

より条例改正が必要となった場合、既設条例中にその趣旨に変更を及ぼさな

い程度の当該法令の題名、条項、用語に係る規定の改正又は字句の修正する

ことを、町長において専決処分にすることができる事項に追加しようとする

ものです。 

したがって、第２条に６号として、「既設条例の趣旨に変更を及ぼさない

程度において、引用法令の改廃に伴う当該法令の題名、条項若しくは用語に

係る規定の改正又は字句の修正をすること。」を加えるものです。 

なお、附則で「この条例は、公布の日から施行する。」としております。 

以上、提案理由の説明を終わります。ご審議のうえ、ご決定いただきます

ようよろしくお願いいたします。 
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議 長 これから質疑を行います。よろしいですか。はい。質疑なし

と認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。本件に対し、反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 よろしいですね。討論なしと認め、これで討論を終わりま

す。 

  これから発委第１号「町長の専決処分の指定に関する条例の一部を改正す

る条例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、発委第１号「町長の専決

処分の指定に関する条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決され

ました。 

（１０：０４） 

議 長 次に日程第２、同意第１号「川棚町固定資産評価審査委員会

委員の選任について同意を求める件」を議題といたします。本件について説

明を求めます。町長。 

町 長 皆様おはようございます。同意第１号「川棚町固定資産評価

審査委員会委員の選任について同意を求める件」についての提案理由をご説

明申し上げます。 

  本町の固定審査評価審査委員会委員につきましては、３人の委員を選任し

ておりますが、任期は３年で３人の委員の任期はそれぞれ異なっております

ので、毎年、委員の選任議案を提出しているところであります。 
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  そこで今回、現職の委員であります山口博昭氏の任期が平成３０年３月３

１日をもって満了となりますので、同氏を再任したく提案するものでありま

す。 

  同氏は川棚町百津郷５９１番地３にお住まいで、昭和２４年９月７日生ま

れの６８歳でございます。また、同氏はこれまで９期２７年間委員を務めら

れており、固定資産評価の審査について豊富な経験を有しておられ、委員と

して適任と判断されますので、提案をするものであります。 

なお、任期につきましては、平成３０年４月１日から平成３３年３月３１

日までの３年間となります。 

  以上、提案いたしますので、ご審議のうえ、ご同意くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。ありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 はい。質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから同意第１号「川棚町固定資産評価審査委員会委員の選任について

同意を求める件」の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

  本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛成者起立） 
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議 長 全員起立です。したがって、同意第１号「川棚町固定資産評

価審査委員会委員の選任について同意を求める件」は、同意することに決定

をいたしました。 

（１０：０８） 

議 長 次に日程第３、議案第１号「平成２９年度川棚町一般会計補

正予算（第６回）」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町

長。 

町 長 議案第１号「平成２９年度川棚町一般会計補正予算（第６

回）」について、提案理由をご説明いたします。 

  今回の補正といたしましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

１億７，１０５万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を５８億５，

２２１万７，０００円にしようとするものであります。併せて地方債の補正

を行うものであります。 

  今回の補正の主なものとしては、歳入においては使用料及び手数料におけ

る決算を見込んだ増額、国県支出金の決定等による増減、実績に基づく財産

収入並びに寄附金の増額、基金繰入金の減額などであります。 

  また、歳出においては各事業における決算を見込した減額補正や、今後必

要とする経費の追加計上などであります。 

  補正予算の詳細につきましては企画財政課長から説明いたしますので、ご

審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。おはようございます。それでは補正予算第６回の内容

についてご説明いたします。 

なお、今回の補正予算におきましては、歳出においては決算を見込んだ事

業費の執行残、落札減などによる不用額の減額が多くを占めます。また、歳

入におきましても事業費の決算見込みに伴う減額が大半を占めております。

また、増額についても不足額を補う少額の追加が多くありますので、それら

のものにつきましては簡略にて説明させていただくということで、あらかじ

めご了解いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

  それでは事項別明細書の歳出からご説明いたします。２８ページ、２９

ページをお開きください。 
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  まず、１款議会費であります。議会費８５万円の減でありますが、これは

９節及び１４節の減であります。これは不用額を、見込まれる不用額の減で

あります。そして事務局費につきましては４節、７節において不足が見込ま

れますので増額を行うものであります。次のページをお願いいたします。 

  ２款総務費であります。１項１目一般管理費であります。説明欄の一般管

理費６９万３，０００円の減額でありますが、内訳としましては３節の１４

万９，０００円の減。１３節のうちの６０万８，０００円の減額。２８節、

これは６万４，０００円の追加であります。これにつきましては不用額を見

込んだ減、そして２８節につきましては、水道企業職員の児童手当の増額が

あっておりますので手当てするものであります。 

  次に庁舎管理費であります。これは内訳としましては１１節が１００万円

の減、これは光熱水費、電気料の減、不用額と見込まれる分の減でありま

す。そして１５節１５０万円の減額であります。これは空調工事が完了いた

しまして、執行残を減額するものであります。 

  続きまして新庁舎建設事業費３７０万円の減額であります。これはすべて

委託料、１３節になります。これはボーリング調査を予定しておりました

が、執行しておりませんので減をするものであります。 

  続きまして秘書広報費は財源内訳だけの補正であります。 

次に４目会計管理費、こちらはコンビニ収納手数料の不用額が見込まれる

分の減額であります。 

続きまして６目企画費、こちらも財源内訳のみの補正であります。 

続きまして７目情報通信基盤整備事業費、光ブロードバンド基盤整備事業

費でありますが、これは１２月の補正以降に移設工事の発生がありまして、

その分１２０万円の増額をするものであります。 

８目電算管理費であります。まず一般管理費につきましては、９節及び１

８節の減、見込まれる不用額の減額であります。 

次に社会保障・税番号制度導入費でありますが、これはすべて１３節の１

８１万４，０００円の減額であります。こちらはマイナンバー制度の関連し

た住基システムの改修を予定しておりましたが、その一部につきましては３

０年度に対応するということに変更になりましたので、その分減額を行うも

のであります。 
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９目地域づくり事業費、説明欄の内訳にあります地域おこし協力隊事業

費、農業振興、それと商工観光の分です。それぞれ隊員の離任に伴い不在期

間が生じておりますので、その分の報酬、社会保険料、家賃等減額するもの

であります。なお、農業振興費につきましては不在期間が１０ヶ月、商工観

光分については６ヶ月となっております。 

２１目移住・定住促進事業費、こちら財源内訳のみの補正であります。次

のページをお願いいたします。 

３項１目戸籍住民基本台帳費であります。総額で２３４万３，０００円の

減であります。こちらは育児休業による減額、そして臨時職員賃金、社会保

険料等の不用額の減であります。 

４項１目選挙管理委員会費でありますが、こちらは職員共済費の不足が見

込まれますので８，０００円増とするものであります。 

５項統計調査費、１目統計調査総務費であります。こちらは旅費に不用額

が見込まれますので、減額を行うものであります。 

２目統計調査費でありますが、説明欄に記載のとおり５つの調査費につい

て、これはすでに事業が終わっております。その実績に従いまして不用額を

減とするものであります。次のページをお願いいたします。 

  ３款民生費であります。１項１目社会福祉総務費、説明欄の社会福祉総務

費７万２，０００円の増でありますが、これは内訳があります。まず３節の

うち４万５，０００円の減額。そして４節３，０００円の減額。そして８節

につきましては２０万円の増額であります。２０万円の増額は在宅介護者見

舞金、これに人数の増が生じておりますので増額を行うものであります。９

節におきましては旅費の不用額の減でありまして、差引き７万２，０００円

の増とするものであります。 

  ２番目の母子福祉医療でありますが、これはすべて１４節となります。使

用料及び賃借料において不用額が見込まれますので、２０万円減とするもの

であります。 

次の国民健康保険基盤安定費、これは２８節であります。これは国保特別

会計の補正に合わせた減額であります。 

介護保険事業費であります。これも内訳がありまして、３節のうちの２万

４，０００円の減額であります。そして２８節の７２万９，０００円の減額
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であります。３節につきましては不用額の減、そして２８節におきましては

介護保険事業特別会計の補正に合わせた減額であります。 

次の経済対策臨時福祉給付金給付事業費であります。これは１９節であり

ます。これも見込まれる不用額を減額とするものであります。 

続きまして２目障害者福祉費であります。地域生活支援事業費、扶助費を

３０万円増額としております。これは今までの実績から不足が見込まれます

ので、日常生活用具給付費において不足が見込まれますので３０万円増額対

応するものであります。 

５目国民年金事務費、こちらは見込まれる不用額の減であります。 

２項１目児童福祉総務費、説明欄の児童福祉総務費でありますが、これは

すべて３節の職員手当等の不用額の減であります。放課後児童健全育成児童

費であります。こちらは１５節工事請負費６万８，０００円の減額、そして

１９節８２万円の減額であります。これにつきましては見込まれる不用額を

減額とするものであります。 

次世代育成支援対策事業費４５万９，０００円の減でありますが、これは

すべて１９節になります。こちらは障害児保育事業補助におきまして実績に

見合わせて減を行うものであります。 

子ども・子育て支援事業費４９２万円、これも１９節のみであります。こ

れは延長保育事業などの補助実績に見合わせてた減額であります。 

３世代同居・近居促進事業費、こちらもすべて１９節であります。これも

実績見込みに合わせた減額であります。次のページをお願いいたします。 

民生費の続きの２目児童措置費であります。まず保育所等給付費でありま

す。こちらは１９節を３７１万６，０００円増額とするものであります。こ

れは保育士等の待遇改善を行う予算を盛り込んだ国の補正予算が２月１日に

成立をしておりまして、それに対応し、必要額を増額するものであります。 

児童手当費であります。これは２０節扶助費４３２万５，０００円の減。

これは実績に見合わせた減額を行うものであります。次のページをお願いい

たします。 

  ４款衛生費であります。１項１目保健衛生総務費。まず保健衛生総務費４

０１万１，０００円の減でありますが、こちらは２節、３節、４節、７節の

減額であります。いずれも見込まれる人件費賃金等の減額を行うものであり
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ます。 

  母子保健事業費４５万円の増。こちらは１２節になります。これは妊婦健

診等におきまして、現在の実績から不足が見込まれますので増額を行うもの

であります。 

  国民健康保険事業費１万３，０００円の減。これはすべて３節でありま

す。これも不用額の減であります。 

  ２目予防費であります。予防接種事業費６０万円の増額でありますが、各

種予防接種の今までの実績から不足が見込まれますので、６０万円増額をす

るものであります。 

５目環境衛生費、資源回収事業費３５万円の減。これは今までの実績から

見込まれる不用額を減とするものであります。 

２項１目塵芥処理費１５３万円の増であります。こちらは繰出金、これが

確定しましたのでそれに合わせて不足額の増を行うものであります。 

２目し尿処理費であります。こちらも同様に東彼地区保健福祉組合の負担

金の確定がしておりますので、それに合わせて減を行うものであります。次

のページをお願いいたします。 

  ６款農林水産業費であります。１項１目農業委員会費であります。１節報

酬を５３万２，０００円増としております。こちらは農業委員及び推進委員

に対する最適化交付金、成果払いの報酬として増額をするものでありまし

て、財源内訳にありますとおり、これは全額県支出金において措置されるも

のであります。 

２目農業総務費であります。こちらは人件、職員手当共済費において過不

足が生じる見込みですので増減を行い、相殺し１２万円の増とするものであ

ります。 

３目農業振興費であります。まず、農業振興費９万６，０００円の減。こ

ちらは１３節の減であります。これも見込まれる不用額の減であります。 

次に長崎県農業振興事業費５２１万１，０００円の減。これはすべて１９

節になります。これは補助対象施設の入札差額等により不用額が発生してお

りますので、その分減額を行うものであります。 

次に、米需給調整総合対策推進事業費１０万円の減。これはすべて１９節

になります。これは県補助金の確定に合わせた減であります。 
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次に中山間地域等直接支払事業費２１６万円の増であります。これはすべ

て１９節になります。こちらは超急傾斜農地管理加算事業に取り組むことに

よる増であります。 

次に、多面的機能支払交付金事業費２３万６，０００円の減額。これはす

べて１９節であります。これは補助金の確定により、不用額を減とするもの

であります。 

４目畜産業費、畜産振興費において３万円の減。これは旅費の不用額を減

額とするものであります。 

５目農地費、まず農地管理費２８万円の減額であります。これは県営事業

の未実施に合わせた減であります。 

次に農道新設改良事業費であります。２，４７８万８，０００円の減額で

あります。これは県営事業、基幹農道川棚西部の実績に合わせた減でありま

す。こちらにつきましては財源内訳にありますように、地方債の補正にも対

応がしております。 

次に用排水路事業費２６万２，０００円の減。これも事業実績に合わせた

減額であります。 

次に２項林業費、１目林業総務費であります。需用費の１０万円の減。こ

れも見込まれる不用額を減するものであります。次のページをお願いいたし

ます。 

林業費の続きで松くい虫防除事業費５６万１，０００円の減額でありま

す。これは大崎自然公園内の枯れ松の松くい虫防除を予定しておりました

が、今年は枯れ松の発生が少なく、事業実施が不要となりましたので減額を

するものであります。 

次に森林山村多面的機能発揮対策交付金事業費１３６万５，０００円の減

であります。これは当初、事業主体への補助金交付を町からと予定しており

ましたが、それがすべて県協議会から交付という変更があっておりますの

で、その分減額を行うものであります。 

３項２目漁港管理費であります。漁港管理費において１３節委託料１万

４，０００円増としております。これは漁港管理委託料において船籍数の増

により不足が見込まれますので、その分増額を行うものであります。 

３項漁港建設費、漁村再生交付金事業費１００万円の増であります。これ
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はすべて１５節工事請負費の増額であります。これは補助事業の追加があっ

ておりますので、それに合わせた増額であります。 

そして水産物供給基盤機能保全事業費１，０００万円の減であります。こ

れはすべて１３節の減額であります。こちらは水産物供給基盤機能保全事業

の計画書作成業務におきまして落札減が生じておりますので、その分を減額

するものであります。 

次の海岸堤防等老朽化対策事業費、これも１３節の減であります。こちら

も計画書作成業務におきまして落札減が生じておりますので、減額を行うも

のであります。この漁港建設費におきましても、地方債補正の歳入において

生じてまいります。次のページをお願いいたします。 

７款商工費であります。１項１目商工総務費であります。６９万７，００

０円の増であります。こちらは産業振興財団派遣職員の住居費、家賃、保険

料等につきまして、他節から流用して対応しておりましたが、その分につい

て今回補正を行うものであります。 

３目観光費であります。３３５万１，０００円の減額でありますが、事業

費につきましては不足が見込まれる分の増額であります。そして繰出金につ

きましては観光施設事業特別会計の補正予算に伴う減額であります。次の

ページをお願いいたします。 

  ８款土木費であります。１項１目土木総務費５万２，０００円の減。これ

は見込まれる不用額の減であります。 

２項１目道路橋梁総務費であります。こちらにつきましても見込まれる不

用額の落札減があっておりまして、その分の不用額の減であります。 

次に３目道路新設改良費であります。１，７７５万円の減額であります。

まず、このうち１５節工事請負費１，７００万円の減でありますが、こちら

は町道小串新谷線改良工事におきまして、ＪＲとの小串踏切鉄道用地に関わ

る協議に時間を要したため、年度内発注が困難になったので減額とするもの

であります。 

１７節公有財産購入費、これにつきましては用地取得が終わりまして、不

用額を減とするものであります。ここにおきましても財源内訳にありますよ

うに、地方債補正の減も生じてまいります。 

３項２目ダム対策費であります。５，０００円の減。これは見込まれる不
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用額の減であります。 

４項１目港湾管理費につきましては財源内訳のみの補正であります。 

２目港湾建設費でありますが、２，０３５万９，０００円の減額でありま

すが、いずれも県営事業負担金でありまして、県の事業実績による減であり

ます。こちらも歳入の地方債補正にも生じてまいります。 

５項都市計画費、２目公園管理費であります。公園管理費におきまして、

委託料の１１０万円の減でありますが、主には緑化管理業務におきまして落

札減が生じておりますので減額とするものであります。 

３目公共下水道費であります。繰出金を７６３万６，０００円減額をして

おりますが、これは下水道事業特別会計の補正に合わせた減額であります。 

６目民間建築物吹付アスベスト改修事業費でありますが、２５万円の減。

これは申請実績がなかったのですべて減額とするものであります。次のペー

ジをお願いいたします。 

６項住宅費、１目住宅管理費の安全・安心住まいづくり支援事業費であり

ます。これにつきましても、耐震診断委託料を計上しておりましたが、実績

がありませんでしたので減額をするものであります。次のページをお願いい

たします。 

  ９款消防費であります。１項１目常備消防費であります。４６４万５，０

００円の減であります。これは広域消防事務委託負担金におきまして、決定

額に合わせた減額であります。 

続きまして２目の非常備消防費であります。１２０万円の９節の増として

おります。こちらにつきましては火災出動の増加により、消防団員の出動費

に不足が見込まれますので１２０万円増額をするものであります。 

５目災害対策費であります。２７万円の減額が見込まれる不用額の減であ

ります。次のページをお願いいたします。 

  １０款教育費であります。１項２目事務局費であります。４５万５，００

０円の減。これは見込まれる不用額の減であります。 

２項小学校費の１目学校管理費、川棚小学校管理費で２０万円の減であり

ますが、これは１１節、光熱水費の不用額の減であります。 

石木小学校管理費６０万円の減。これは内訳としましては７節賃金の不用

額の減。残り３０万円が光熱水費の減額であります。 
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２目教育振興費、川棚小学校教育振興費、扶助費２０万円の減、これも見

込まれる不用額の減であります。 

３項中学校費、１目学校管理費、川棚中学校管理費、これも需用費の光熱

水費において不用額が見込まれる分を減額としております。 

２目教育振興費、川棚中学校教育振興費、扶助費４０万円の減。これも見

込まれる不用額の減であります。 

５項１目社会教育総務費、社会教育総務費９万２，０００円は３節であり

ます。次の町自主文化事業費、これは１３節です。いずれも見込まれる不用

額の減であります。 

２目公民館費、公民館総務管理費。これは工事実績、工事が完了し実績に

合わせた不用額の減であります。 

公会堂費、公会堂管理費の光熱水費に不用額が見込まれますので、減額を

行うものであります。 

続きまして６項保健体育費、３目体育館管理費であります。こちらも光熱

水費、需用費の中の光熱水費に不用額が見込まれますので減額を行うもので

あります。 

次の４目照明施設管理費、こちらも光熱水費及び修繕料に不用額が見込ま

れるので５０万円減額としております。 

７項学校給食共同施設共同調理場費、１目管理費であります。管理費５５

万５，０００円の減。これは３節４万５，０００円、１２節４６万円、１４

節５万円の減。これはいずれも見込まれる不用額の減であります。運営費７

０万円そして施設維持補修費１１万１，０００円の減。これも見込まれる不

用額の減であります。次のページをお願いいたします。 

  １１款災害復旧費であります。１項１目農地農業施設災害復旧費、災害復

旧費、委託料と工事請負費、これも事業完了しまして、執行残の不用額を減

額とするものであります。 

２項１目公共土木施設災害復旧費、こちらは中組里道災害におきまして補

助を計上しておりましたが、地元地区への補助が完了いたしまして執行残を

減額とするものであります。次のページをお願いいたします。 

  １４款予備費であります。予備費につきましては歳入歳出の見合いにより

調整を行ったものであります。次の６０ページ、６１ページは給与費明細を
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お付けしておりますが、こちらにつきましては説明は省略とさせていただき

ます。 

それでは歳入に移ります。８ページ、９ページをお願いいたします。 

  １２款使用料及び手数料であります。こちらにつきましてはいずれも今ま

での実績からそれぞれ増が見込まれますので、その分増額をするものであり

ます。詳細説明は省略とさせていただきます。 

  次に１３款、次のページ、１３款国庫支出金であります。国庫支出金にお

きましては交付額の決定、あるいは内示、もしくは歳出の増減に対応するも

のでありますので、個々の説明は省略ということでご了承願いたいと思いま

す。１２ページをお願いいたします。 

  １４款県支出金であります。この県支出金におきましても、国庫支出金と

同様に交付額の決定、内示、あるいは歳出の増減に対応するものであります

ので、個々の説明は省略ということでご了承願いたいと思います。それでは

１８ページに移ります。 

  １５款財産収入であります。１項１目財産貸付収入、土地貸付収入、そし

てその下の２項１目不動産売払収入、土地売払収入でありますが、これはい

ずれも２月時点の実績に合わせた増額であります。次のページをお願いいた

します。 

  １６款寄附金であります。１項１目一般寄附金、そしてこちらは１２月に

３００万円の寄附があっておりますので、それに合わせて増額を行っており

ます。 

  ５目農林水産業費寄附金、これは実績に合わせて歳入の減額を行ったもの

であります。次のページをお願いいたします。 

  １７款繰入金であります。今回の補正予算におきまして財源不足が縮小し

ておりますので、それに見合う分の基金繰入金の解消を図ったものでありま

す。 

まず、１目下水道事業基金繰入金、こちらは８，０００万円の減額、残は

０となります。補正後の残は０となります。 

そして減債基金繰入金。こちらは２，０００万円の減額を行うものであり

まして、補正後は８，０００万となるものであります。次のページをお願い

いたします。 
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１９款諸収入であります。４項４目過年度収入５４９万７，０００円、こ

れも２月時点の実績に合わせた増額であります。 

５目雑入におきましても２月時点の実績に合わせた増減を行うものであり

ます。次のページをお願いいたします。 

２０款町債であります。３目農林水産債、そして４目土木債に補正が生じ

ておりますが、いずれも歳出の事業費の減に伴うものであります。そして２

６ページの補正額をご覧いただきたいと思いますが、合わせて６，３３０万

円の減額を行おうとするものであります。以上で歳入についての説明を終わ

ります。それでは４ページをお開きください。 

第２表地方債補正であります。これは先ほど説明いたしました歳入２０款

町債に対応するものであります。今回変更が生じたものを表として掲げてお

ります。補正前の限度額は３億９，７５０万円。先ほど歳入で申し上げた

６，３３０万円を減額をいたしますと、補正後の限度額が３億３，４２０万

円となるものであります。以上が平成２９年度一般会計補正予算（第６回）

の内容であります。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願い

いたします。 

議 長 これから質疑を行います。堀田議員。 

６ 番 堀 田 ６番、堀田です。４７ページの土木費ですね。道路新設改良

費が１，７００万円減額になっております。今の説明では小串新谷線の踏

切工事だったと、踏切の手前か、踏切の先の方ですね。先の方の工事が、

本来ならば２９年度に完了する予定だったと聞いているんですけど、なぜ

ですね、ＪＲの協議がですね、長引いてしまったのかですね。その辺のこ

とをお聞きしたいと思います。また、この事業はいつに完成する予定に

なっているのかですね。お聞きしたいと思います。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 はい。それでは私の方からお答えをさせていただきます。ま

ず、ＪＲとの協議についてでありますが、正式に鉄道用地の売払いのお願

いをいたしましたのが２９年の１０月でございます。当初７月ぐらいから

事前協議をさせていただいておりました。実際、用地の単価の決定等も含

めながら進めておりまして、１０月に売払いのお願いをしております。実

際、売払いの契約ができましたのが１ヶ月後かかって１１月でございま
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す。さらにそれから登記事務を進めてまいりまして、実際、登記完了が２

９年１２月末ということでほぼ３ヶ月時間を要したところであります。こ

の間、設計を進めてまいりましたけども、最終的には工期が、標準工期が

足りないということから発注を断念したところでございます。 

  次の質問であります、なぜ協議に時間がかかったのかということでありま

すが、町としては誠意を持ってＪＲと協議をさせていただいておりますけ

ども、相手でありますＪＲにおいてのいろんなご都合があったのではない

かと、推測しかございません。 

また、いつ完成するのかというご質問でございますが、実は明日提案予

定の平成３０年度予算の中に組み込みをさせていただいておりますので、

ご決定いただければ平成３０年度完成ということでご回答をさせていただ

きます。以上です。 

議 長 田口議員。 

２ 番 田 口 ４３ページの水産物供給基盤機能保全事業費の１，０００万

円の減について、計画書の作成の落札減だという説明がありましたが、落

札減にしては１，０００万という金額が非常に大きいので、その元々の計

画書作成の委託料、委託費っていいますか、委託料ですね。それは要する

に本体はいくらだったんですか。落札減が１，０００万っていうことなん

ですけど。 

議 長 農林水産課長。 

農林水産課長 田口議員のご質問にお答えいたします。当初予算で２，５０

０万程度ありまして、それから落札で相当の低い額で入札されて、落札し

たということになっております。以上です。 

議 長 髙以良議員。 

１０番髙以良 同じく４３ページですが、松くい虫防除事業の件です。説明

では枯れ松が少なくて事業が不要であったということでしたけれども、地

上散布と伐倒駆除、両方予定されていたと思うんですが、どちらも実施し

なかったのか、伐倒駆除の方だけが実施しなかったのかですね。それと併

せて、伐倒駆除は全くしなかったのか、一部だけされたのか。そこら辺を

お尋ねします。 

議 長 農林水産課長。 
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農林水産課長 お答えいたします。松くい防除につきましては地上散布は

行っております。枯れ松の伐採ですね、その辺りが少なかったということ

で、そちらの方は実施をしておりません。以上です。 

議 長 はい、久保田議員。 

４ 番 久 保 田 ５１ページです。非常備消防費が１２０万増額になっており

ます。このときの説明で、火災出動の増加に伴うものということをおっ

しゃったと思いますが、火災に伴う出動費はいくらで、そして増加に伴

うっていうことですので、件数はどのくらい増えたんでしょうか。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。久保田議員のご質問にお答えをいたします。平成２９

年中につきましては建物火災、これが３件。その他の火災２件。計５件が

発生をいたしております。当初予算においては、出動手当については多く

は見込んでおりませんでした。その中で、このように出動回数が多かった

ことにより４４４名分の出動手当分を追加しようとするものでございま

す。それの単価が２，７００円でございますので、乗じれば１２０万円に

なろうかと思います。以上でございます。 

議 長 はい、ほかにありませんか。はい、波戸議員。 

８ 番 波 戸 １８、１９ページでお尋ねします。土地貸付収入と土地売払

収入がありますけども、土地貸付収入の内訳と、売払ったのはどこの土地

かお尋ねします。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。まず、土地貸付収入５１万１，０００円の貸付であり

ますが、森林組合横に町の普通財産がありまして、数石グラウンドの海側

ですね。この土地の貸付を行った分であります。そして売払収入につきま

しては三越地区の道路、そして上百津地区の道路、これを払下げの申請が

ありまして、一旦普通財産に切り替えた後、売払いを行っております。以

上です。 

議 長 はい、久保田議員。 

４ 番 久 保 田 お尋ねします。３１ページです。地域おこし協力隊、この方

達は農業の方と商工の方、実際どのくらいの期間着任されていたのか。そ

れから特に商工の方はあっという間っていうか、覚えきれないうちにやめ
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られてしまったような気がするので、どこにそういうふうにここに、川棚

町に根を下ろさなかった原因っていうのは何でしょうか。 

議 長 地域政策課長。 

地域政策課長 まず、商工観光の隊員についてでありますが、昨年の９月末

をもって退任されております。１年間川棚町に着任したということになり

ます。この隊員の目的としましては、空き店舗を活用して出店、起業をす

るということでございましたが、残念ではございますが、別の町の方で起

業をする計画ができまして退任されたという状況でございます。本人に確

認したところ、川棚町に自分が理想とする物件が見つからなかったという

ことが一番大きな要因でございました。以上でございます。 

議 長 農林水産課長。 

農林水産課長 農林に来ておられた隊員ですけれども、４月の１ヶ月です

ね、であります。辞められた原因っていいますかね、ちょっと目の病気を

されてですね、それで続けられないということで本人の希望で辞められて

おります。以上です。 

議 長 はい、山口議員。 

１ 番 山 口 ４１ページでございますが、これは農地費のですね、農道新

設改良事業費の基幹農道に関わる分の２，４７８万８，０００円の減額に

なっているわけですが、これは県営事業の遅れに伴う減額だろうと思うん

ですけども、どういった部分でですね、遅れてきているのか。これはもう

トータル的にいけばかなり当初の計画からいけばですね、遅れてきている

わけですよ。そうすればこういうふうな形で年々年々遅れてきて、完成を

待ち望んでいる方にとってみればですね、本当にもう長くかかるなという

気持ちがあるんじゃないかと思いますけども、この２，４００何万です

か、減額になっているんですが、結果的にどういうふうな形で遅れてきて

いるのかですね。その点をお尋ねしたいと。 

議 長 農林水産課長。 

農林水産課長 それではご説明いたします。基幹農道川棚西部地区につきま

しては、一番大きいのが白石、下組から白石に架かる橋梁、ここの橋台部

分の用地買収ができないということで、その橋梁の遅れがありまして、当

初計画ではそこを利用して土砂の運搬を行うというふうなことでしたけれ
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ども、それができないということで、中山、上組のところに相当の土砂が

出ます。それを小串、新谷の方に運ばなければいけないということで、今

は搬出する道路ですね、それの、今回用地買収等行って、作業道を造るっ

ていいますかね、そういったことをしないと土砂が搬出できないというこ

とですね。そこで相当の遅れを生じているところであります。以上です。 

議 長 はい、小田議員。 

１ １ 番 小 田 はい。１１番、小田です。４１ページです。中山間地域等直

接支払事業費の中でですね、超急傾斜地に係るものというふうなことで増

額が、説明を受けましたけども、その超急傾斜地の対象となる傾斜角度の

基準とですね、全体的に面積がどの程度あるかっていうのをお尋ねしま

す。 

議 長 農林水産課長。 

農林水産課長 それではお答えいたします。超急傾斜農地保全管理加算とい

うふうに言いますけれども、対象農地につきましては田んぼが１０分の１

以上、畑が２０度以上というふうになります。面積ですけれども、今、計

算をさせてもらってよろしいですか。すみません。交付単価が１０a 当たり

６，０００円ですので、３５．８ｈａになります。以上です。 

議 長 福田議員。 

１ ２ 番 福 田 同じく４１ページの農業振興費の中の長崎県農業振興事業

費、これが予算書の説明では当初が１，７７０万１，０００円ですか、そ

の中で予算説明資料の中では４事業があったわけですが、先ほどの説明の

中では入札減というふうな説明もありましたが、どういった事業でどうい

うふうな入札っていうんですか、あったのかお聞きします。 

議 長 農林水産課長。 

農林水産課長 説明いたします。事業につきましては小串のトマトハウスの

新設、それとリノベーションハウスみかん、鉄骨等のやり替えですね。ハ

ウスみかん、今ある分のですね。それをやっております。それと、あと小

串トマトの自動換気の設置ですね、になります。以上です。 

議 長 福田議員。 

１ ２ 番 福 田 そういった事業、それぞれのトータルでということでよろし

いですか。 
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議 長 農林水産課長。 

農林水産課長 はい。トータルでよろしいです。 

議 長 はい。ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

  

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 はい。討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第１号「平成２９年度川棚町一般会計補正予算（第６回）」

の採決を行います。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１号「平成２９年

度川棚町一般会計補正予算（第６回）」は、原案のとおり可決されました。 

（１１：０１） 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１１：０１） 

（…休  憩…） 

（１１：１５） 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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議 長 それでは日程第４、議案第２号「平成２９年度川棚町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第４回）」を議題といたします。提案理由の

説明を求めます。町長。 

町 長 議案第２号「平成２９年度川棚町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第４回）」について、提案理由をご説明いたします。 

  今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４，７４５万

９，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２３億

３，１３６万４，０００円にしようとするものであります。 

なお、補正の詳細につきましては、健康推進課長から説明いたしますの

で、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 はい。それでは補正予算の内容につきまして、事項別明細書

でご説明いたします。歳出の方から説明いたしますので２２ページ、２３

ページをお開きください。 

  ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費は、歳入に

おける国からの療養給付費等交付金減額に伴い、財源区分を調整したもので

あり、補正額はございません。 

  ２目退職被保険者等療養給付費及び４目退職被保険者等療養費につきまし

ては、給付費の動向からそれぞれ決算見込みにより減額補正をするものであ

ります。 

  ２項高額療養費につきましても、同様に２目退職被保険者等高額療養費及

び３目一般被保険者高額介護合算療養費をそれぞれの決算見込みによりまし

て減額補正をするものであります。 

  ５項１目葬祭費につきましても、決算見込みにより増額補正をするもので

あります。次のページをお願いいたします。 

  ３款後期高齢者支援金等、１項１目後期高齢者支援金は、支援金額の決定

により減額補正をするものであります。次のページをお願いいたします。 

  ６款共同事業拠出金、１項１目高額医療費共同事業拠出金、２目保険財政

共同安定化事業拠出金は、県国保連合会より拠出金の確定額が示されました

のでその差額を減額補正するものであります。次のページをお願いいたしま

す。 
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  ７款介護納付金、１項１目介護納付金は納付金額決定に伴う減額補正であ

ります。次のページをお願いいたします。 

  １１款諸支出金、１項３目償還金は平成２８年度の精算金として国、県へ

返還するもので、その内訳は国への療養給付費交付金返還金が８１３万８，

８４１円、失礼しました。内訳につきましては国への療養給付費負担金の返

還金８１３万８，８４１円、それから特定健診保健指導負担金の精算返還金

として１２万４，０００円、県への特定健診保健指導負担金の精算返納金と

して１２万４，０００円となっております。次のページをお願いいたしま

す。 

  予備費、１２款予備費、１項１目予備費は歳入歳出の見合いによるもので

あります。 

次に歳入を説明いたします。６ページ、７ページをお開きください。 

  １款国民健康保険税、１項１目一般被保険者国民健康保険税、同じく２目

退職被保険者等国民健康保険税につきましては、それぞれの節において決算

見込み額により補正をするものであります。次のページをお願いいたしま

す。 

  ３款国庫支出金、１項１目療養給付費等負担金は交付額変更申請による減

額補正であり、同じく２目高額医療費共同事業負担金は交付決定の通知によ

り減額補正をするものであります。次のページをお願いいたします。 

  ４款県支出金、１項１目高額医療費共同事業負担金につきましては、国庫

支出金と同様、交付決定の通知に基づき減額補正をするものであります。次

のページをお願いいたします。 

  ５款療養給付費交付金、１項１目療養給付費交付金は、退職被保険者の療

養給付費交付金であり、支払基金からの変更交付決定額により増額補正をす

るものであります。次のページをお願いいたします。 

  ６款前期高齢者交付金、１項１目前期高齢者交付金につきましても、支払

基金からの変更交付決定額により増額補正をするものであります。次のペー

ジをお願いいたします。 

  ７款共同事業交付金、１項１目高額医療費共同事業交付金、同じく２目保

険財政共同安定化事業交付金は、国保連合会からのそれぞれの変更交付決定

額により増額補正をするものであります。次のページをお願いいたします。 
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  ９款繰入金、１項１目一般会計繰入金につきましては保険基盤安定繰入金

の概算交付決定により町負担分を増額補正するものであります。次のページ

をお願いいたします。 

  １１款諸収入、３項２目一般被保険者第三者納付金は、平成２８年３月に

発生をいたしました被保険者の交通事故に係る医療費について、損害賠償求

償事務の完了に伴い増額補正をするものであります。 

  以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議    長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第２号「平成２９年度川棚町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第４回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第２号「平成２９年

度川棚町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回）」は、原案のとおり
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可決されました。 

（１１：２６） 

議 長 次に日程第５、議案第３号「平成２９年度川棚町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３回）」を議題といたします。提案理由の説明を

求めます。町長。 

町 長 議案第３号「平成２９年度川棚町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３回）」について、提案理由をご説明いたします。 

  今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８２２万８，００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億７，３６４万

２，０００円にしようとするものであります。 

なお、補正の詳細につきましては、健康推進課長から説明いたしますの

で、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは補正予算の内容についてご説明いたします。事項別

明細書でご説明いたします。６ページ、７ページをお開きください。 

歳入になりますが、１款後期高齢者医療保険料、１項１目特別徴収保険料

及び２目普通徴収保険料につきましては、当初予算において広域連合が試算

した保険料額を計上しておりましたが、決算見込み額によりそれぞれ増額補

正をするものであります。 

次に、歳出に移ります。次のページをお願いたします。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連合納

付金は、歳入で先ほど説明いたしました保険料収入見込み額により増額補正

をするものであります。 

  以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 よろしいですね。はい。質疑なしと認め、これで質疑を終わ

ります。 
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  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第３号「平成２９年度川棚町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第３号「平成２９年

度川棚町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回）」は、原案のとおり可

決されました。 

（１１：２９） 

議 長 次に日程第６、議案第４号「平成２９年度川棚町介護保険事

業特別会計補正予算（第３回）」を議題といたします。提案理由の説明を求

めます。町長。 

町 長 議案第４号「平成２９年度川棚町介護保険事業特別会計補正

予算（第３回）」について、提案理由のご説明いたします。 

  今回の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３９９万５，０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億５，５５６

万８，０００円にしようとするものであります。 

なお、補正予算の詳細につきましては、健康推進課長から説明いたします

ので、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは補正の内容につきまして、事項別明細書でご説明い
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たします。歳出からご説明いたしますので１４ページ、１５ページをお開き

ください。 

  １款総務費、１項１目総務管理費につきましては、社会福祉法人が行う低

所得者の負担軽減策を補足するための補助金額の増額分であります。なお、

財源は県４分の３、町４分の１となっております。同じく３目認定事業費に

つきましては、東彼地区保健福祉組合分担金の減額に伴う減額補正でありま

す。次のページをお願いいたします。 

  ２款保険給付費、１項１目介護サービス等諸費、２目介護予防サービス等

諸費、６目特定入所者介護サービス等費につきましては、保険給付費の決算

見込み額と現予算額の差額を補正するものであります。次のページをお願い

いたします。 

  ４款地域支援事業等費、１項１目介護予防・日常生活支援総合事業費につ

きましては、総合事業における訪問型サービス、通所型サービス事業におい

て決算見込み額と現予算額との差額を補正するものであります。次のページ

をお願いいたします。 

  ８款予備費、１項１目予備費につきましては、歳入歳出の見合いにより補

正をするものであります。 

次に歳入についてご説明いたします。６ページ、７ページをお開きくださ

い。 

  ３款国庫支出金、１項１目介護給付費負担金は、国の交付額決定によるも

ので、現予算額との差額を増額補正するものであります。同じく２項１目調

整交付金につきましても、国の補助金額決定による減額補正であり、２目地

域支援事業交付金は歳出４款の地域支援事業費の減額に伴い減額補正をする

ものであります。次のページをお願いいたします。 

  ４款支払基金、１項１目介護給付費交付金は、支払基金から受ける保険給

付費に対する交付金で、交付決定通知により増額補正するもので、２目地域

支援事業支援交付金は歳出４款地域支援事業費の減額に伴い減額補正をする

ものであります。次のページをお願いいたします。 

  ５款県支出金、１項１目介護給付費負担金につきましても、県の交付決定

額による現予算額との差額を増額補正するものであります。同じく２項１目

地域支援事業交付金は、歳出４款の地域支援事業費の減額に伴い減額補正を
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するもので、２目介護保険低所得者対策事業費補助金は、歳出１款の総務費

で説明いたしました、社会福祉法人が行う低所得者の負担軽減策を補足する

ための補助金の県負担分４分の３の額を受け入れるよう補正をしておりま

す。次のページをお開きください。 

  ８款繰入金、１項１目介護給付費繰入金は、保険給付費にかかる町負担金

分で、歳出で説明しました２款保険給付費の増額補正により、一般会計から

の繰入金を増額補正をするものであります。 

２目地域支援事業繰入金は歳出で説明しました４款地域支援事業費の減額

補正より、一般会計からの繰入金を減額補正するものであります。 

４目その他一般会計繰入金は、歳出で説明いたしました低所得者特別対策

事業費増に伴う町負担分の増額補正、また、福祉組合への分担金の減額によ

る町負担分の減額補正となります。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。久保田議員。 

４ 番 久 保 田 久保田です。１７ページ、ここの特定入所者介護サービス等

費の６００万の減額補正ですけども、この特定入所者介護サービス費ってい

うのは、この介護保険の施設に入るときの低所得者の人に対する食費や居住

費の補足給付だとお聞きしていたと思いますが、この６００万も不要になっ

た理由というのは、原因というのは何でしょうか。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 久保田議員の質問にお答えします。特定入所者介護サービス

等費の特定入所者介護サービス費につきましては、先ほど、サービス内容に

つきましては先ほど議員がおっしゃられたとおりであります。特定施設に入

られる方の食費であるとか居住費の減額分になります。この減額の理由とし

ては、該当者の入所者が減少しているというところであります。このもとも

との、当初予算額は４，８００、すみません、該当者の入所者の減少という

ところです。以上です。 

議 長 久保田議員。 

４ 番 久 保 田 関連して尋ねます。それは平成１５年の８月から本人の預貯

金とか、配偶者の所得によって給付の制限がなされるという制度になりまし
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たが、それの影響と考えられますか。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 はい。検証はしておりませんけれども、そういった制度改正

による減少ではないと考えております。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 はい、よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わ

ります。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第４号「平成２９年度川棚町介護保険事業特別会計補正予算

（第３回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第４号「平成２９年

度川棚町介護保険事業特別会計補正予算（第３回）」は、原案のとおり可決

されました。 

（１１：４１） 

議 長 次に日程第７、議案第５号「平成２９年度川棚町観光施設事

業特別会計補正予算（第３回）」を議題といたします。提案理由の説明を求
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めます。町長。 

町 長 議案第５号「平成２９年度川棚町観光施設事業特別会計補正

予算（第３回）」の提案理由をご説明申し上げます。 

  今回の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，０５５万円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４，２５７万円にし

ようとするものであります。 

なお、補正予算の詳細につきましては、地域政策課長から説明いたします

ので、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 地域政策課長。 

地域政策課長 はい。それでは歳出からご説明いたしますので、事項明細書

の１０、１１ページをお開きください。 

  １款観光施設事業費、１項１目管理費の説明欄の国民宿舎管理費１，０５

５万円の減額補正は、１３節委託料において設計業務委託料の執行残５５万

円の減額。そして２１節貸付金１，０００万円の減額につきましては、本貸

付金は、くじゃく荘及びしおさいの湯の指定管理者である川棚町観光協会の

運転資金の健全化を図るため予算計上したものでありますが、今年度、観光

協会の運転資金の資金繰りが安定し、一時的に生じていた運転資金の不足が

解消され、借入申請がなかったことから減額するものであります。 

  次に歳入を説明しますので６、７ページをお開きください。 

  １款繰入金、１項１目一般会計繰入金の３５５万円の減額につきまして

は、歳入歳出の見合いによるものでございます。次のページをお開きくださ

い。 

  ２款諸収入、１項１目指定管理者貸付金収入の説明欄、川棚町大崎保養・

宿泊施設運転資金貸付元金１，０００万円の減額は、歳出で説明しました貸

付金１，０００万円の減額に対応するものであります。 

  ２項１目雑入の３００万円の減額につきましては、観光事業収入、失礼し

ました。２項１目雑入３００万円の増額につきましては、観光事業収入とし

て指定管理者が納める協定納付金の増額見込額を計上したものであります。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。田口議員。 
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２ 番 田 口 １，０００万円の貸付金の件ですが、観光協会の側で資金繰

りが安定して、年度当初の貸付金が不要になったというような説明でありま

すけれども、毎年毎年観光の収入が上がれば、上がった分だけは町に納めて

もらうということではないかと思いますので、資金繰りが安定したという意

味がよくわからないなと。すなわち、少し観光協会側に残して町の方に納め

ていいものかどうかですね。本当は全額、余裕があれば全額町に納めてもら

うべきであって、そもそも年度当初には資金繰りがないからこそ１，０００

万円貸すっていう話じゃなかったのかと思いますので、その点はどうなって

いるのかちょっと疑問なんです。ので、そこをお聞きしたいと思います。 

議 長 地域政策課長。 

地域政策課長 はい。田口議員のご質問にお答えします。今おっしゃられた

とおり、年度当初におきましては協定納付金の納付等がありまして、それに

つきましては、年度収入につきましては全額納めていただくということで、

どうしても５月、６月は一時的に運転資金が減ってくるという状況で、そこ

で運営が困っていたという状況でございます。 

ですがその後、宿泊代金のカード決済、それとか旅行会社などの売掛金の

回収期間、こういうものを、これまで３ヶ月程度かかっていたものが、１ヶ

月程度でできるようになったというふうなことから、短期間での資金繰りが

よくなったというふうなことから、今までのように一時的な枯渇というのが

ほとんど見られなくなったということでございます。以上でございます。 

議 長 はい、田口議員。 

２ 番 田 口 すみません、その資金繰りとかがよくなったことによるプラ

スですね、プラス要素というものは観光収入というか、観光の売り上げでは

ないから、要するに法人側に、手元に残してもよいという考えなんでしょう

か。 

議 長 はい、地域政策課長。 

地域政策課長 年度内で発生した剰余金につきましては、全額町の方に納め

てもらっているという状況で、観光協会の方に一時的に残すというようなも

のはございません。以上でございます。 

議 長 三岳議員。 

３ 番 三 岳 ３番、三岳です。今のに関連してですね、この貸付金という
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のは、３０年度の予算にはもう計上されていないということですよね。先ほ

どから課長の説明では調定納付金っていう言葉を使われるわけですね。じゃ

なくて、その調定納付金という言葉が生きているのかですね。それと、先ほ

どカードとか何とかそういう話をされましたが、この貸付金が計上されたの

はおそらく夏までの間のですね、資金繰りが悪いということで、運転資金が

ないということでこれは創設されたというふうに認識をしているんですが、

安定しているって、やはり４月、５月というのは、どうしても運転資金とい

うは足りないんじゃないかなという気がするんですよね。ですからそこら辺

はどうやって、先ほどの説明だけで解消できたものかどうかですね、確認を

したいと思います。 

議 長 地域政策課長。 

地域政策課長 観光協会からいただいております協定納付金につきまして

は、観光協会の総会後、５月に納めていただくということでなっておりま

す。どうしてもその時期にお金をはき出してしまうというふうなことで、資

金繰りが苦しくなるという状況でございましたが、先ほどからご説明してお

りますのは、宿泊代金についてカード決済とか旅行会社との売掛金ですね、

これが以前は３ヶ月ほどかかっていたのが１ヶ月程度で決算ができていると

いうふうなことから、例えば４月に宿泊したものも５月にもう入ってきてい

るというふうな状況で、運転資金の方が余裕ができてきたというふうなご理

解をしていただければというふうに思います。以上でございます。 

議 長 はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 先ほど言いましたように、調定納付金という言葉なんです

か。そこはですね、調定納付金なのか、ここで予算決算で上がってくる言

葉っていうのは、観光事業収入という言葉ですよね。ですからそれが調定納

付金ということなのか。性質的にはですよ、調定納付金じゃないんじゃない

かと思うんですが、その言葉はまだ生きているんですか。確認をしたいと思

います。 

議 長 はい、地域政策課長。 

地域政策課長 三岳議員のご質問にお答えします。以前は調定共付金という

言葉を使っていたわけなんですが、現在、指定管理者の指定の協定の中では

協定納付金という言葉を使っているところでございます。以上でございま
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す。 

議 長 はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 もう少し明確に発音をしていただいて、説明をしていただき

たいんですが。 

議 長 はい、町長。 

町 長 発音のことでいろいろ議論がなされておりますが、三岳議員

は先の質問の中では調定納付金というふな発言をされました。当初はそう

いった契約の中で謳っておりましたが、現在では調定というのがあまり適切

ではないだろうということで協定、協定書の協定、協定納付金ということで

観光協会との協定書の中には謳っております。したがって、その協定納付金

が観光協会の総会終了後決定がされまして、そしてその金額を年度末に川棚

町に納入していただくということで、今そういった予算を、財務処理をして

おります。 

で、今回問題になっているのが、一時運転資金が不足するということにつ

いては、先ほどから課長が言っておりますように、これまで宿泊費の決済な

どが３ヶ月かかっていたものが１ヶ月で済むようになったと。したがって５

月末現在では、４月宿泊分の歳入が観光協会では確保されますので、その

１，０００万の貸付が不要になったというような状況に好転したというふう

にご理解いただければ大変ありがたいと思います。そういったことで、新年

度予算のこともありましたけれども、そういう対応をしておりますのでご理

解をいただきたいと思います。以上でございます。 

議 長 よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 
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（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。討論なしと認め、これで討論を終わりま

す。 

  これから議案第５号「平成２９年度川棚町観光施設事業特別会計補正予算

（第３回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第５号「平成２９年

度川棚町観光施設事業特別会計補正予算（第３回）」は、原案のとおり可決

されました。 

（１１：５６） 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１１：５６） 

（…休  憩…） 

（１３：００） 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議 長 次に日程第８、議案第６号「平成２９年度川棚町公共下水道

事業特別会計補正予算（第４回）」を議題といたします。提案理由の説明を

求めます。町長。 

町 長 議案第６号「平成２９年度川棚町公共下水道事業特別会計補

正予算（第４回）」について、提案理由をご説明いたします。 

  今回の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７６３万６，０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を５億９，４３４万円にしようとする

ものであります。 

補正予算の詳細につきましては、水道課長から説明いたしますので、ご審

議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 水道課長。 
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水 道 課 長 それでは特別会計、公共下水道特別会計の補正予算第４回に

ついて説明をいたします。この公共下水道事業特別会計につきましては、平

成３０年度から企業会計へ移行することによりまして、平成３０年３月３１

日をもって打ち切り決算とする必要がございます。したがいまして、今回の

補正予算は決算を見込んだ補正予算でございます。まず、歳出から説明をい

たしますので、予算書の８ページ、９ページをお開き願います。事項別明細

書で説明をいたします。 

１款１項１目一般管理費でございますが、こちらについては３節の職員手

当及び４節の共済費でございます。見込まれる人件費の過不足による増減で

あります。 

次に２目の管渠管理費でございます。１１節需用費は、大崎マンホールポ

ンプの故障に伴う修繕に必要な経費を増額するものでございます。 

次に３目処理場管理費でございます。１３節の委託料は浄化センターの維

持管理委託料ほかの委託料がございますけども、その執行残により減額をす

るものでございます。次に１０ページ、１１ページをお願いたします。 

  ２款１項１目下水道建設費でございます。３節職員手当等及び４節共済費

については、見込まれる人件費の過不足による増減でございます。７節の賃

金、これについては人員の減から臨時職員を雇用することとしておりました

が、雇用に適した方を探すことができず、雇用が遅れたことによる減でござ

います。次に１２ページ、１３ページをお願いいたします。 

  ３款１項２目利子ですが、事業費の増減はなく、財源内訳の変更であり、

その他の財源の減が生じておるものでございます。 

次に歳入でございます。６ページ、７ページをお願いたします。 

  ４款１項１目一般会計繰入金でございますが、歳入歳出の見合いによるも

のでございます。１４ページには給与費明細書を添付しておりますが、説明

は省略をさせていただきます。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第６号「平成２９年度川棚町公共下水道事業特別会計補正予

算（第４回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第６号「平成２９年

度川棚町公共下水道事業特別会計補正予算（第４回）」は、原案のとおり可

決されました。 

（１３：０５） 

議 長 次に日程第９、議案第７号「平成２９年度川棚町水道事業会

計補正予算（第１回）」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。

町長。 

町 長 議案第７号「平成２９年度川棚町水道事業会計補正予算（第

１回）」について、提案理由をご説明いたします。 

  今回の補正は収益的収入及び支出で、収入において１，０６６万９，００

０円を増額し、収入予算の総額を３億５，２５５万７，０００円に、また支

出において３２３万円を減額し、支出予算の総額を３億４，５１８万１，０

００円にしようとするものであります。 
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  一方、資本的収入及び支出で、収入において２２０万円を減額し、収入予

算の総額を３７０万円に、また、支出において１，６００万円を減額し、支

出予算の総額を９，５８４万３，０００円にしようとするものであります。   

なお、第３条及び第４条予算の今回の補正の主なものは、決算見込みによ

るものでございます。 

補正予算の詳細につきましては、水道課長より説明いたしますので、ご審

議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 それではご説明をいたします。今回の補正につきましては、

先ほど町長より提案説明がありましたとおり、決算見込みによるものでござ

います。予算書は６ページをお開きください。補正予算の実施計画明細書に

より説明をいたします。 

  まず、収益的収入及び支出についてでございます。まず支出についてでご

ざいます。１款１項１目原水費でございます。工事請負費については、取水

施設の工事を予定していたものの、取水管の水漏れ等もなく、緊急性がない

と判断をいたしまして実施をしなかったことによる減でございます。 

２目の浄水費ですが、修繕費については浄水場の設備修繕に備えて予算措

置をしていたものの、故障もなく、実施しなかったことによる減でございま

す。材料費については、緩速ろ過池の補充用砂の購入量の減によるものでご

ざいます。工事請負費については、予定していました工事はすべて完了をし

ておりますが、決算見込みにより減額をするものでございます。 

３目の配水及び給水費でございます。委託料については、メーター取替業

務委託料の契約単価が予定額よりも安価となったことによる減でございま

す。材料費については、貯蔵品として保有をしております工事用材料の出庫

が予定していた数量よりも少なかったことによる減でございます。 

７目資産減耗費については、配水管布設替工事による固定資産除却費の増

でございます。 

２項２目消費税でございます。納付すべき消費税を、今回の補正予算を見

込んで再計算を行いまして、決算見込みにより増額をするものでございま

す。雑支出については支出の予定がなく、決算見込みによる減額をするもの

でございます。 
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次に収入についてでございます。 

  １款１項１目給水収益。これについては水道料金において事業所や工場の

使用水量が増加したことにより増額するものでございます。 

  ２目の受託工事収益。これは修繕工事収益が増加したことにより増額する

ものでございます。 

  ３目の加入金。これは新設の加入件数が見込より少なかったことにより減

額をするものでございます。 

４目その他の営業収益は、手数料については決算見込みにより増額するも

ので、工事請負費は下水道工事等に伴う移設工事が予定より発生しなかった

ことに伴い減額をするものでございます。 

２項２目雑収益。これについては、旧浄水場管理棟の廃材を分別して売却

処分したことにより増額をするものでございます。 

次に７ページの資本的収入及び支出でございます。支出においてはです

ね、支出から説明をいたします。 

１款１項１目固定資産購入費は、２トンダンプや給水タンクの購入による

執行残による減でございます。 

２目施設改良費は委託料において、登記事務について県の協力を得て行う

こととなったために減額をするものでございます。工事請負費については、

上組系配水管布設替工事を行う予定でございましたが、町道改良工事と同時

施工という目論みをしておりましたが、その町道改良工事の発注が行われな

かったことから減額をするものでございます。 

収入でございます。１款２項１目工事請負費でございます。下水道工事に

伴う負担金が工事量の減により、移設工事発注者からの負担金の収入を減と

するものでございます。 

あと４ページ、５ページには予算実施計画書、８ページ、９ページには

キャッシュフロー計算書、１０ページから１３ページには予定損益計算書、

予定貸借対照表を記載をしております。説明は省略をさせていただきます。 

  以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 ３番、三岳です。１点お尋ねをしたいんですが、資本的収入
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支出のですね、支出のところで、委託料について４００万の減額というふう

になっておりますが、ここ付記に記載してあるのがですよ、登記費用の減と

いうことが記載してあるんですが、これは内容的にはどういったものでしょ

うか。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 はい、三岳議員のご質問にお答えをいたします。水道用地取

得ということで、旧簡水でありました木場地区の水道施設、この土地をです

ね、購入をしようということで計画をしておりました。その登記もこちらの

方で、町の方で登記をするということで当初予算計上しておりましたけど

も、県の協力がいただけるということになりまして、県の方で書類を作成し

ていただいて、町が申請をするということで、経費的にはかからないという

ことになりましたので、今回減としておるところでございます。以上です。 

議 長 はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 重ねてお尋ねをしたいんですが、登記費用が４００万かかる

ということだったんですか。４００万の減というのは登記費用にかかる分、

用地取得とは違うんですよね。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 予算書では費目として委託料ということで記載をしておりま

す。こちらはすべて登記の費用ということで計上をしておったところでござ

います。以上です。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 すみません。追加で説明をさせていただきます。登記費用を

記載をしておりますけども、それの前段として分筆をする必要がございま

す。それの測量、図面作成、そういうものも委託料として計上をしておった

ところでございます。以上です。 

議 長 はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 金額がですよ、４００万ということで、そんなにかかるのか

なという疑問があるんですが。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 こちらについては土地の購入を考えているのが木場の水源地

とか配水池、３箇所ございます。その３箇所の登記費用ということで、４０
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０万ということで計上をしております。公共嘱託登記を行う予定でおりまし

て、そのような金額になるということで計算をしておるところでございま

す。以上です。 

議 長 はい、山口議員。 

１ 番 山 口 ６ページのですね、水道事業収益の給水収益のですね、事業

所・工場の使用水量の増と、１，２００万っていうのはかなり大きいんです

けども、この事業所とかいわゆる工場というのはどこを指すんでしょうか。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 給水量が増えたところを言っていいのかわかりませんが、言

わないとわからないので企業名を申し上げたいと思います。まず、工場では

クアーズテックさんが多くなっております。あと、事業所については原産業

さん、長崎浪漫工房さん。あと、最も大きかったのが、細分化はしていない

んですけども、その他の事業所という括りでしておる部分がかなり伸びてお

るところでございます。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。はい、髙以良議員。 

１０番髙以良 ６ページの支出の方の配水及び給水費のところ、メーター業

務取替委託料の減で、契約の単価が予定よりも安くなったということでした

が、当初予算の計上額で確か６７５万ぐらい計上してあったと思うんですよ

ね。で、そのうち３００万が減額ということで、半額ぐらいの、半分近くの

減額ということですが、割合的にかなりの大きな減額ということになります

けども、当初の見込み、予算計上のときの見込みが適当な額であったのかど

うかというのがちょっと気になるんですが、そこら辺についてどういうふう

に判断されるかっていうことと、予定をしていたメーターの取替業務につい

ては、予定分はすべてできたということでいいのかどうかお尋ねします。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 はい、髙以良議員のご質問にお答えをいたします。当初予算

では６００万ほどあったのではないかということでお話がございましたけど

も、当初予算では６７５万計上をしております。そこで、量水器の単価の話

ですけども、これが口径別に、設計の値として計上をしております。１３ｍ

ｍで３，２６０円ぐらいかかるということでありますけども、実際契約した

のが１，７００円だったと思います。そういうことで、設計の単価よりかな



- 42 - 

り安くなったということで減額をしておるところでございます。メーターの

交換については予定どおり行っておりまして、３月はほぼ発注をしないとい

うような状況で、２月までのうちにほとんどのものが終わっておるところで

ございます。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第７号「平成２９年度川棚町水道事業会計補正予算（第１

回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第７号「平成２９年

度川棚町水道事業会計補正予算（第１回）」は、原案のとおり可決されまし

た。 

（１３：２３） 

議 長 次に日程第１０、議案第８号「川棚町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町
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長。 

町 長 議案第８号「川棚町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例」につきまして、提案理由をご説明いたします。 

  平成３０年度から、県が財政運営の責任主体となり、市町は県の標準保険

料率に準じた国保事業費納付金を県へ納めることになります。今年１月中旬

に、３０年度納付金標準保険料率が県から示されたところであり、この示さ

れた納付金額と保険税率は算定条件が異なり、あくまでも理論値であるた

め、現行の保険料率を出発点として、被保険者の負担に十分配慮した設定を

行うことが重要であると考えているところであります。本町においては平成

２８年度に大幅な税率引き上げの改定を行っており、財政的にも不安定な状

況ではありますが、広域化により財政運営の安定化が図られ、段階的ではあ

りますが、少しでも被保険者の負担を軽くしていくことは可能ではないかと

判断をしたところであります。また、今回の税率改定案については、川棚町

国民健康保険運営協議会においてご審議をいただき、一定の理解を得たとこ

ろであります。 

  このような理由から今回の条例改正案は、国民健康保険税の税率を引き下

げる一部改正のほか、広域化による財政責任主体が都道府県になることに伴

う一部改正についてご提案申し上げるものであります。 

なお、条例改正の内容につきましては健康推進課長から説明をいたします

ので、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは、川棚町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の内容についてご説明いたします。 

  改正条項をご説明する前に、今回改正する理由と基本的な考え方をご説明

申し上げます。先ほど町長が説明したとおり、県広域化に伴い今年１月中旬

に３０年度納付金、標準保険料率が県から示されました。この示された納付

金額と税率は算定条件が異なり、あくまでも理論値であるということが前提

でありますが、本町においては現在の調定額、税率と比べると共に大幅に減

少した納付金額、税率が示されております。広域化の初年度であり、県への

納付金額算定等の不安定要素はございますが、３０年度において少しでも被

保険者の負担を軽くする改定は可能ではないかと判断をし、川棚町国民健康
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保険運営協議会から改定案の一定の理解を得ましたので、本改正案を提案す

るものであります。 

  なお、税率改正の基本的な考え方としては次のとおりであります。 

１つ目として、税率改定により２９年度に比べ総額約２，８００万円の減

額となる改正をしております。 

２つ目として、資産割については廃止としております。今後、県が目指す

統一保険料では３方式となり、資産割率は算定除外となります。また、この

資産割を廃止した場合、従来の資産割の賦課額を他の税率に転嫁しなくて済

む今回の改定で一括して廃止をしたいと考えております。 

３つ目として、国保税は医療分、後期支援分、介護分に分けられておりま

すが、国保事業納付金で示されている額が著しく差があるのは医療分である

ため、資産割率の廃止を除く改定については、医療分のみの改定としており

ます。これらを基本的な考え方としております。 

本日配布しております参考資料の、改定税率案の増減表をご覧ください。 

上の表の左側の方には応能分、応益分、その右に所得割率、資産割率、均

等割率、平等割率とありますが、改正税率の網掛けの部分が今回の改正案と

なります。先ほど述べました基本的な報酬を踏まえ、所得割率の現行を１０

０分の１０．５０から１００分の９．９０へ、資産割率は廃止にするという

ことで、すべて０にしております。また、応益分の医療分、均等割額、平等

割額を現行の２万９，５００円から２万８，５００円へ、平等割額を現行の

２万７，５００円から２万６，０００円へそれぞれ減額をしております。 

なお、下に示しております表は改正案をもとにして、平成３０年１月末現

在の世帯構成、人員、所得で算定し、１世帯当たりの平均、１人当たりの平

均を算出している表ですが、医療分、支援分、介護分の合計で、改定後では

１世帯当りの平均負担額は１７万６，３６５円となり、改定前と比較し、年

間１万４，４５５円、率にしてマイナス７．５８％の負担減となります。ま

た、１人当たりの平均負担額では合計１１万４，８５３円となり、改定前と

比較しまして、年間９，２４９円、マイナス７．４５％の負担減となりま

す。 

それでは新旧対照表によりましてご説明いたします。新旧対照表をお開き

ください。 
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第２条は国民健康保険における財政責任主体が都道府県になることに伴う

改正で、国の準則に沿って改正をしております。 

第３条では、すみません、保険税の医療分の資産割額の廃止を定めており

ます。 

第５条は保険税、医療分の均等割額をそれぞれ、均等割額を定めておりま

す。第５条の２においては保険税医療分の世帯別平等割額をそれぞれ定めて

おります。 

第７条では保険税支援分の資産割額の廃止を定め、それに伴い７条の２を

７条に、７条の３を７条の２としております。 

第９条では保険税介護分の資産割額の廃止を定め、それに伴い９条の２を

９条に、９条の３を９条の２としております。 

第２３条におきましては、国民健康保険税の減額にかかる条項でございま

す。ここでは低所得者の方への軽減制度について７割軽減、５割軽減、２割

軽減がございますが、今回の改正案によります保険税、医療分における均等

割、平等割の部分にかかるものについて軽減される金額、この差し引かれる

金額も連動して改正されるものを定めております。 

第２３条の第１号については７割軽減の分、第２号につきましては５割軽

減の分、第３号につきましては２割軽減分の改正であります。改正文にお戻

りください。 

附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行するもの

としております。また、改正後の川棚町国民健康保険税条例の規定は、平成

３０年度以後、国民健康保険税について適用し、平成２９年度分までの国民

健康保険税については、従前の例によるものとしております。 

  以上で、説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。三岳議員。 

３ 番 三 岳 ３番、三岳です。前年ですか、国保税の改定時において、こ

れはパーセントでいきますと、約３０％の引き上げだったわけですね。今回

のこの改定によって、率に直せばどういう率になるのか、まず１点お尋ねし

たいと思います。 

議 長 健康推進課長。 
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健康推進課長 率に直せばというのは何の率のことなんでしょうか。税率。

税額。 

議 長 はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 ちょっとあいまいな表現だったと思います。前回ですね、改

定がなされたときに、町民の方に説明するときに約３０％の引き上げですよ

ということで、委員会で審査をしたときもそういう説明があったわけです

ね。ですから今回は税額に直したときに、例えば１人当たりそういったもの

は、世帯あたりとかそういったものは必要ないと思うんですが、全体として

率に直せば何％の引き下げになるんですかという質問です。 

議 長 はい、健康推進課長。 

健康推進課長 はい。今の２９年度の所得であるとか、それから家族構成、

そういったもので調定額を試算したときに、２９年度において、２９年度で

の税率が、税率で算定したときに、調定額が３億５，６２３万１，０００円

となります。これはあくまでも調定額です。今回、この改定案で調定額をは

じき出したときには、約２，７８６万１，０００円が減額されるものと考え

ております。この２，７８６万１，０００円を調定額、現在の、現保険税率

で計算したときの３億５，６２３万１，０００円で割ったときには、約７．

８％の引き下げと、全体の額で見たときには７．８％の引き下げということ

になります。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 すみません。本日お配りしております改定税率増減表の下の

表になりますけれども、この下の合計のところを見ていただければと思いま

すけれども、１世帯当たりでマイナス７．５８％で、１人あたりとして７．

４５％の引き下げということになります。 

議 長 はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 というのがですね、一昨日ですか、長崎新聞の方にですね、

各市町村の引き下げ可能な率というのが出ておりまして、本町は確か１１％

台だったと思うんですよね。ですから今回の、ここで示されています７．

何％の引き下げよりも更にこう、下げられるんじゃないかなという、逆に言

えば、町民の方が先に新聞報道でそういう数字を知っておられるということ

になりますとね、今回のこの改定の率といいますか、そういったものがです
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ね、もっと下げられるんじゃないかということになるんじゃないかなと、

ちょっとそういう危惧をいたしますので、今の数字を再確認をさせてもらっ

たところです。 

議 長 答弁はいらないんですよね。質問の趣旨を述べられたという

ことでよろしいんですか。いいんですよね。あくまでも質問の趣旨を述べた

ということでいいんでしょう。 

３ 番 三 岳 はい。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 はい、よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わ

ります。 

  ただいま議題となっております議案第８号「川棚町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例」は、総務厚生委員会に付託したいと思います。これに

異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第８号「川棚町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例」は、総務厚生委員会に付託すること

に決定をいたしました。 

（１３：４２） 

議 長 次に、日程第１１、議案第９号「川棚町都市公園条例の一部

を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

町 長 議案第９号「川棚町都市公園条例の一部を改正する条例」に

ついて、提案理由をご説明いたします。 

  今回の改正につきましては、都市公園法施行令の一部を改正する政令が平

成２９年６月１５日に施行され、都市公園に設ける運動施設の敷地面積に対

する割合について、法を参酌して条例で定める必要が生じましたので、川棚

町都市公園条例の一部を改正しようとするものであります。 
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詳細につきましては建設課長から説明いたしますので、ご審議のうえ、ご

決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 はい。それでは説明をさせていただきます。議案書を１枚め

くっていただいて、新旧対照表をお願いいたします。 

  第１章総則の中の第１条の３、都市公園の公園施設の設置基準に新たに６

項を設けて改正、失礼しました、「政令第８条第１項の条例で定める割合

は、１００分の５０とする。」を新設するものであります。 

  これまでは政令で都市公園の運動施設率の基準であります１００分の５０

を超えないよう、一律で定められておりましたけども、社会状況等の変化に

対応し、地域の実情に応じた運動施設、整備を可能とするため、今回、都市

公園法施行令の運動施設率の制限に関する条項が改正をされ、施行期日であ

ります平成２９年６月１５日から起算して１年を超えない期間内において条

例で定めることとなったためでございます。 

  今回は国の基準と同様の１００分の５０にしようとするものであります

が、川棚町内の都市公園全２２施設で運動施設率が１００分の５０を超える

公園はございません。 

  それでは戻っていただいて、改正条文でございます。附則ですが、施行期

日につきましては平成３０年４月１日といたしております。 

以上で説明を終わらせていただきますが、ご審議のうえ、ご決定いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。はい、田口議員。 

２ 番 田 口 都市公園法及び都市公園条例、政令ですか、施行令について

の理解が十分でないので聞きたいのですが、都市公園の面積の中の運動施設

の面積の上限を定めるというのはどのような意味があるのでしょうか。すな

わち、運動施設の面積がその上限を超えると、都市公園の意味がなくなると

いうことであろうと思いますが、そこら辺の意味合いがよくわからないの

で、ちょっと教えていただきたいと思います。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 それではお答えいたします。先ほど田口議員がおっしゃった

とおり、これまでは運動施設率が１００分の５０を越えてはならないという
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ことでありますので、都市公園の施設の中で運動施設がむやみやたらに拡大

することを阻止、言葉が悪いですね、拡大することを制限するようなことで

ありましたが、今回、既設の運動施設のバリアフリー化や、その施設面積が

増加することによる国際基準に対応するための改修などができるように、各

自治体の条例で率を定めて運動施設整備を可能にするということになったも

のであります。ですから、今までは言われるように制限をかけていたもの

を、自治体の考え方で、例えば川棚町で国際基準のホッケー場を造りたいと

いうときに、じゃあどこに造るかと。中央公園に造りたいけども、運動施設

率がそれを越えてしまっては造れないというのを、条例で定めておけば造れ

るようになるというようなことになりますので、逆に、自治体にとってみれ

ば整備が可能になるということになるというふうにご理解いただければと思

います。 

議 長 はい、田口議員。 

２ 番 田 口 はい。そうすると、今回１００分の５０って定められており

ますが、従前よりはその上限が上がったというふうな。上限っていうのか

な、ようするに割合が上がった、あるいは上がってもよいというふうになっ

たということですかね。 

議 長 はい、建設課長。 

建 設 課 長 国の政令での割合は変わりません。参酌して自治体の条例で

定めてよいということになったということです。以上です。 

議 長 はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 ３番、三岳です。例えばですよ、中央公園でいえばどの部分

がですね、公園施設というものかですね。例えばいろんな野球場とかありま

すよね、そういった、どこで区分をされているのかお尋ねします。 

議 長 はい、建設課長。 

建 設 課 長 はい。運動施設の定義についてだと思いますのでお答えいた

します。まず、中央公園でいきますと運動広場、野球場、ゲートボール場、

体育館、ローンボウルズ場、テニスコート。次に、城山公園でいきますと運

動広場。その他の公園では広場としか定義がございませんので、その分につ

いては運動施設以外ということであります。ちなみに、中央公園で４８．

１％の施設率となっております。以上です。 
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議 長 はい、田口議員。 

２ 番 田 口 今の説明で、中央公園は運動広場とか野球場とかゲートボー

ルとか体育館とか、ほとんどすべてなので、はるかに５０％を超えているん

じゃないかという感じで思われましたけど、それでも４８．１なんですか。

そこがちょっと信じられない感じがしますが。 

議 長 はい、建設課長。 

建 設 課 長 はい。では中央公園の都市公園の面積が７万１，６５７㎡。

運動施設の面積が３万４，４４５㎡で４８．１％というふうになります。以

上です。 

議 長 はい、髙以良議員。 

１０番髙以良 表現の問題ですが、改正案では１００分の５０とするという

ふうに、１００分の５０と決めてありますけども、この表現では１００分の

５０でなければならないというふうに取れますけど、１００分の５０以内と

するとか、そういう文字が抜けているような気がするんですけど、いいんで

しょうか。 

議 長 はい、建設課長。 

建 設 課 長 はい。実は長崎県の条例改正案も取り寄せておりますが、長

崎県の条例改正案でも１００分の５０とするというふうになっておりますの

で、そこを参考にしながらさせていただきました。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。はい、山口議員。 

１ 番 山 口 表現の問題でですね、１００分の５０を超えないと１００分

の５０とするというのはですね、１００分の５０を含むか含まないかであっ

てですね、その差はわずかなんですよね。数字上から言えば。なんかそこを

５０というのはこだわる意味合いがあるのかどうかですよね。いわゆる、端

的に言えば４９．９９９いくら％であればですね、１００分の５０は超えな

いわけですから、なんかその数字的にですね超える、５０とするという意味

合いがどこにあるのかっていうのをちょっとお尋ねしたいんですけど。 

議 長 はい、建設課長。 

建 設 課 長 はい。お答えいたします。１００分の５０の意味合いです

が、法の基準を参酌して１００分の５０とさせていただいたところでありま

す。 



- 51 - 

議 長 発言はよかですか。はい、じゃあ毛利議員。 

５ 番 毛 利 私も関連なんですけど、確認で、これだけならたぶん皆さん

わからないと思うんで、政令第８条を教えてください。 

議 長 はい、建設課長。 

建 設 課 長 はい。では失礼いたしました、では政令第８条を読み上げた

いと思います。「政令第８条 一の都市公園に設ける運動施設の敷地面積の

総計の当該都市公園の敷地面積に対する割合は、１００分の５０を参酌して

当該都市公園を設置する地方自治体の条例で定める割合（国の設置に係る都

市公園にあっては、１００分の５０）を超えてはならない。」ということで

ありますので、１００分の５０を超えてはならないというふうに解釈として

いただければと思います。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 ちょっと今、１００分の５０という話で、先ほど課長の方か

ら３万４，０００㎡という説明があったんですけども、例えば敷地もと、

今、政令の中の言葉で敷地を含むという表現があったと思うんですが、先ほ

ど質問しました中央公園のですよ、例えば野球場の敷地は入るんですよと。

運動広場ですか、そちらの方は入らないですよと、そういう分け方をしてあ

るのでしょうか。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 はい、お答えをいたします。運動施設の面積に入っている施

設を再度読み上げます。中央公園の運動広場ですね、グラウンドゴルフとか

を行う運動広場、それから野球場、ゲートボール場、体育館、ローンボウル

ズ場、テニスコートで３万４，４４５㎡でございます。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 はい。質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第９号「川棚町都市公園条例の一部を改正する条例」の採決

を行います。 

  お諮りします。本案はこれを可決することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第９号「川棚町都市

公園条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決されました。 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１３：５７） 

（…休  憩…） 

（１４：１５） 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議 長 はい。次に日程第１２、議案第１０号「川棚町国民健康保険

条例の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めま

す。町長。 

町 長 議案第１０号「川棚町国民健康保険条例の一部を改正する条

例」につきまして、提案理由をご説明申し上げます。 

  本改正案は平成３０年４月１日より、持続可能な医療保険制度を構築する

ための国民健康保険法等の一部を改正する法律が施行され、国民健康保険法

施行令の一部改正に伴い、川棚町国民健康保険条例の一部を改正する必要が

生じましたのでご提案申し上げる次第であります。 

なお、改正の内容につきましては健康推進課長から説明をいたしますの

で、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 
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健康推進課長 それでは「川棚町国民健康保険条例の一部を改正する条例」

の内容についてご説明いたします。 

  先ほど町長が申し上げたとおり、今回の改正は持続可能な医療保険制度を

構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律が施行され、国民健

康保険法施行令の一部改正に伴う条例改正案であります。国民健康保険法施

行令において、これまで国民健康保険運営協議会の位置付けは市町村に限ら

れておりましたが、国保の広域化に伴い都道府県にも運営協議会の設置義務

が生じ、市町村の運営協議会、都道府県の運営協議会と区別して位置付けら

れることとなりました。このことによりまして、条例内の名称等の変更や所

要の規定の整備を行うものであります。 

それでは、新旧対照表によりましてご説明いたします。 

目次の第１章、第２章は、今回の改正案に伴う題名の変更であります。第

１条では国民健康保険のあとに「の事務」を加え、「定め」の送り仮名の変

更を行っております。第１章の名称、見出しの変更もこの第１条の改正をも

とに変更しております。 

第２条では先ほど説明しました施行令改正に伴い、「国民健康保険運営協

議会」を「市町村の国民健康保険事業の運営に関する協議会」に変更してお

ります。第２章の名称、見出しの変更も、この第２条の改正をもとに変更し

ております。 

なお、今回の改正案につきましては、国の示す条例の参考例に合わせて改

正をしております。改正文にお戻りください。 

  附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行するもの

としております。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。田口議員。 

２ 番 田 口 改正によって、第１章は「川棚町が行う国民健康保険の事

務」となっておりますが、第２章は「市町村の」ってなっているので、要す

るに第２章は川棚町のとはなっていなくて、市町村のってなっているという

ことは、この国民健康保険事業の運営協議会というものは川棚町単独じゃな

くて、市町村が共同で設置するものっていうふうに考えればよいのですか。 
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議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 この第２章の「市町村の国民健康保険事業の運営に関する協

議会」という表題になりますけれども、ここの部分は内部でも大変議論をさ

れたところでございまして、各市町のですね、改正の内容を見てみると、こ

の町がとかこの市の行うとか、市町村のところがですね、この町、この市と

表記されているところもあれば、市の町の国民健康保険事業っていう表し方

をされているところもあります。先ほど田口議員がおっしゃったように、川

棚町国民健康保険、川棚町のとか川棚町国民健康保険事業と町名、市名を表

題に表してある自治体がございました。本町としましては、国民健康保険法

の中で国民健康保険、これは改正前なんですけれども、国民健康保険運営協

議会の、をについて、市町村に国民健康保険運営協議会を置くとされており

ます。施行令においては、国民健康保険運営協議会の組織として、被保険者

を代表する委員、保険医又は保険薬剤師を代表する委員及び公益を代表する

委員各同数をもって組織するとして、委員の定数は条例で定めるということ

にされております。ここだけをですね、川棚町の条例としてはこの委員の定

数だけを定めておりまして、その他は規則の方に委任をしております。規則

の方では川棚町国民健康保険運営協議会として、目的であるとか職務等につ

いて詳しく定めております。そういった中で、この改正前のところ、改正前

の章のところでも、以前は川棚町というのが入っておらず、国民健康保険運

営協議会という表題となっております。このことから、これは施行令で定め

ている国民健康保険を指しているのではないかと解しまして、市町村の国民

健康保険の運営協議会ということで、今回表記をしているところでありま

す。また、これは国の条例の参考例をもとに作っておりますので、この表記

が解釈的に間違っているとか、変更の必要性が生じたときにはまた新たに条

例の改正等の然るべき対応をしていきたいと考えております。以上です。 

議 長 田口議員。 

２ 番 田 口 はい。すみません、現状を知らないまま質問をしたので今の

ような質問になりましたが、確認ですが、現状においても川棚町単独の国民

健康保険運営協議会であると。今後も川棚町単独の運営協議会であるってい

うふうに考えてよいということですね。今の答弁を聞くとそのように解釈で

きるように思いましたが。 
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議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 はい。そのとおりに解釈していただいて結構です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 ３番、三岳です。今の課長の説明、市町村のってついた場合

はですよ、国とか県から見たときの表現っていうふうな感じがするんですよ

ね。ですから、すっきりと川棚町国民健康保険運営協議会でいいのじゃない

かなと思うんですが、そこは検討はされたんでしょうか。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 はい。先ほど説明したとおりここの部分については、川棚町

の国民健康保険事業の運営に関する協議会でもいいんじゃないかという議論

はいたしました。今回については、国の示している条例案にしたがって改正

をしたというところでございます。 

議 長 はい、三岳議員。 

３ 番 三 岳 ちなみにですよ、県に設置される運営協議会っていうのはど

ういう名称でしょうか。 

議 長 はい、健康推進課長。 

健康推進課長 すみません、存じ上げておりません。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 
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  これから議案第１０号「川棚町国民健康保険条例の一部を改正する条例」

の採決を行います。 

  お諮りします。本案はこれを可決することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１０号「川棚町国

民健康保険条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決されました。 

（１４：２７） 

議 長 次に、日程第１３、議案第１１号「川棚町介護保険条例の一

部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町

長。 

町 長 議案第１１号「川棚町介護保険条例の一部を改正する条例」

につきまして、提案理由をご説明いたします。 

  川棚町介護保険条例の保険料率につきましては、平成２７年４月１日に改

定し、これまで介護保険事業を運営してきたところであります。 

６５歳以上の方の介護保険料は、介護保険法に基づき介護保険事業計画を

策定し、３年間で必要となる介護保険サービス給付費や、被保険者数の見込

みなどをもとに、３年ごとに見直しが行われているところであります。平成

３０年度から、平成３２年度までの期間は第７期介護保険事業計画の期間に

あたりますが、高齢化の進行、介護給付費の増大等を勘案したうえで、第７

期における介護保険料水準を定めるため、川棚町介護保険運営協議会におい

て協議をいただき、介護保険料基準額の算定についても一定の理解を得まし

たので、介護保険料率の改定について条例の一部改正を提案するものであり

ます。 

なお、詳細につきましては健康推進課長から説明をいたしますので、ご審

議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは、「川棚町介護保険条例の一部を改正する条例」の

内容についてご説明いたします。 

本改定に係る介護保険料の算定には、第７期介護保険事業計画において第
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１号被保険者数、要介護認定者数、サービス受給者数、給付費、これらの推

計をもとに介護保険料の標準額を設定しております。なお、第７期介護保険

事業計画の策定委員も兼ねております介護保険運営協議会におきまして、３

回の策定会議を得て基準年額を６万６，０００円に設定し、運営協議会にお

いてもご理解をいただいたところでございます。 

それでは料率改定の内容についてご説明いたします。お配りしております

第７期第１号被保険者介護保険料改定に伴う資料をご覧ください。Ａ４の横

長の資料になります。はい、すみません、全協で議員の皆さんにはお配りし

ております。 

議 長 全協で配った分の資料です。今日お持ちでない方は、局長が

最初に言ったようにこっちにありますので、お持ちでない方は手を挙げてく

ださい。 

健康推進課長 それでは資料に沿ってご説明いたします。平成２７年度に、

２７年度の改定におきまして、段階の設定を７段階から９段階としておりま

すが、今回の改正においても国の標準段階設定である９段階としておりま

す。まず、保険料の基準額ですが、先ほど説明しましたとおり年額６万６，

０００円、月額５，５００円に設定をしております。なお、基準額に対応す

る段階は５段階の部分となっておりまして、第６期に比べ年額で２，４００

円、月額で２００円の負担増となっております。また、６期から制度改正に

よりまして低所得者に対する公費負担による軽減制度が導入されております

が、第７期においても同様の負担軽減を図っていきます。それでは新旧対照

表で説明いたします。新旧対照表をお開きください。 

  第３条は保険料率であり、対応年度を平成３０年から３２年度までとし、

先ほど説明しました９段階のそれぞれの負担割合による年額の改定でありま

す。第３条第２項は低所得者に対する公費負担による軽減制度分を示してお

り、第１段階に該当する被保険者が実際に負担する額となっております。１

４条につきましては介護保険法第２０２条第１項において文書その他の物件

の提出を命じ、または職員が質問する対象者が定められたことに伴いまし

て、「第１号被保険者」を「被保険者」に改めるものであります。改正文に

お戻りください。 

  附則の施行期日ですが、平成３０年４月１日から施行するとしておりま
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す。経過措置につきましては、改正後の川棚町介護保険条例の規定は平成３

０年度分の保険料から適用し、平成２９年度以前の年度分の保険料について

は、なお、従前の例によるとしております。 

  以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。はい、久保田議員。 

４ 番 久 保 田 この第７期の資料の中で、生活保護８０万円以下っていうふ

うに書いてあって、第７期が年間２万９，７００円とありますけども、この

介護保険を受けられている方で、この生活保護以下の所得を受けている人

数っていうか割合はどのくらいいらっしゃいますでしょうか。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 ２９年度におきまして被保険者数が４，２４１名、それから

第１段階にあたる人が５９４名、構成比で１４％となっております。以上で

す。 

議 長 はい、久保田議員。 

４ 番 久 保 田 関連して、その介護保険を払っても、生活保護以下並みの生

活になった場合に、境界層減免っていう制度があると思いますが、そういう

ことを積極的に町民の方にお知らせするということはしていらっしゃいます

か。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 特に広報周知等はしておりません。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。はい、田口議

員。 

２ 番 田 口 すみません、念のため聞きます。細かいことですけども、し

かも今回の改正には関係がありませんが、第３条の第１項の柱書も、それか

ら第２項もですけども、保険料率って書いてあるんですが、金額を書いてあ

るならば率っていうのはいらないのではないかと。すなわち率であれば１０

０分の１０とか１００分の１５とかいうのであると思いますので、金額を書

いてあるので保険料でよいのではないかと思いますがどうですか。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 はい。率でよいのか、額とすべきじゃないのかというところ
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の質問なんですけれども、ここにつきましても国の参考条例をもとにして保

険料率としております。以上です。 

議 長 ほかにありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  ただいま議題となっております議案第１１号「川棚町介護保険条例の一部

を改正する条例」は、総務厚生委員会に付託したいと思います。これに異議

ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１１号「川棚町介

護保険条例の一部を改正する条例」は、総務厚生委員会に付託することに決

定をいたしました。 

（１４：４１） 

議 長 次に、日程第１４、議案第１２号「川棚町指定居宅介護支援

等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例」を議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。町長。 

町 長 議案第１２号「川棚町指定居宅介護支援等の事業の人員及び

運営等に関する基準を定める条例」につきまして、提案理由をご説明いたし

ます。 

  「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法

律の整備に関する法律」が施行され、介護保険法の一部が改正されたことに

伴い、これまで都道府県及び中核市の条例で定めることとされていた指定居

宅介護支援に関する基準については、平成３０年４月１日から市町村の条例

で定めることとなったため、新たに「川棚町指定居宅介護支援等の事業の人

員及び運営等に関する基準を定める条例」の制定を提案するものでありま

す。 
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なお、条例の内容につきましては、健康推進課長から説明させますので、

ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは新たに条例の制定を提案する「川棚町指定居宅介護

支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例」についてご説明

いたします。 

  本条例は先ほど町長が申し上げたとおり、介護保険法の一部が改正された

ことに伴い、指定居宅介護支援に関する基準を町の条例で定めるものであり

ます。居宅介護支援事業所とは、要介護１から５までの認定者に対し、その

方の能力に応じた介護サービスのケアプランを策定する事業所であります。

本条例における指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準と

して、第１章において総則として趣旨、基本方針等、第２章において指定等

に関する基準を、第３章において人員に関する基準、第４章において運営に

関する基準、第５章において雑則をそれぞれ定めております。本条例におけ

る基準の設定の考え方としましては、その内容の多くが本町の実情に国の基

準を上回る内容や、内容を定めるほどの特段の事情、地域性は認められない

ということから、原則として国の基準に基づき条例を定めることとしており

ます。 

ただし、介護予防支援の適正な提供という観点から、２点の独自基準を設

けております。１つは第４条において暴力団の排除であります。本町におい

ては川棚町暴力団排除条例があり、暴力団等による不当な影響を排除するこ

とを目的に設定をしております。そしてもう１つは３２条の２項において、

指定居宅介護支援の提供に関する記録の保存を２年から５年としておりま

す。この基準設定におきましては、保険者が返還を請求する返還請求は、地

方自治法において過去５年間までさかのぼることができることとなっており

ます。そのような状況になった場合、この確認が困難な事態とならないよう

に保存期間を５年間としたものであります。 

なお、附則でありますが、施行期日を平成３０年４月１日からとしており

ます。また、管理者に係る経過措置として平成３３年３月３１日までの間

は、第６条第２項の規定に関わらず、介護支援専門員を第６条第１項に規定

する管理者とすることができるとしております。これは法改正によりまし
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て、管理者の要件が主任介護支援専門員に変更されることによる既存のサー

ビス事業所が、主任介護支援専門員を設置するための経過措置として定めら

れているものであります。 

 以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。よろしいですかね。はい、田口議

員。 

２ 番 田 口 附則の第１項のただし書きですが、１６条２項８号の規定が

１０月１日から施行するというところの意味合いを、説明をしていただきた

いと思います。 

議 長 はい、健康推進課長。 

健康推進課長 先ほどの質問に対しては今回答できませんので、後ほど回答

することとして、回答します。よろしくお願いします。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

ただいま議案となっております議案第１２号「川棚町指定居宅介護支援等

の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例」は総務厚生委員会に付

託したいと思います。これに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１２号「川棚町指

定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例」は、

総務厚生委員会に付託することに決定をいたしました。 

（１４：５０） 

議 長 次に日程第１５、議案第１３号「川棚町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求
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めます。町長。 

町 長 議案第１３号「川棚町後期高齢者医療に関する条例の一部を

改正する条例」につきまして、提案理由をご説明いたします。 

  本改正案は、平成３０年４月１日より「持続可能な医療保障制度を構築す

るための国民健康保険法等の一部を改正する法律」が施行され、高齢者の医

療確保に関する法律の一部が改正されたことに伴い、川棚町後期高齢者医療

に関する条例の一部を改正する必要が生じましたので、ご提案申し上げるも

のであります。 

なお、改正の詳細につきましては健康推進課長から説明いたしますので、

ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは「川棚町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例」の内容についてご説明いたします。 

  先ほど町長が申し上げたとおり、今回の改正は「持続可能な医療保険制度

を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」が施行され、高

齢者の医療確保に関する法律が一部改正されたことに伴い、川棚町後期高齢

者医療に関する条例中、被保険者の定義を一部改正するものであります。 

改正内容は高齢者の医療確保に関する法律において、第５５条の第２項の

規定が新設をされております。この規定によりまして、後期高齢者の被保険

者の住所地特例の適用条件が変更されております。 

例を挙げて申し上げますと、川棚町の被保険者の方が佐賀県の嬉野市の病

院であるとか施設であるとか、そういったところに住所を移されて、移され

たとしたときに、その方は住所地特例国保、国民健康保険制度の住所地特例

の対応になりまして、川棚町の被保険者となります。その方がその施設や病

院において７５歳の誕生日を迎えられたときに、国保の制度から後期高齢者

の医療保険制度に変わりますので、今の制度では佐賀県の後期高齢者医療の

被保険者となるということになっております。これが制度の改正によりまし

て、そのような場合、もといた市町村国保の所属する後期高齢者医療保険の

被保険者となるということで、長崎県の後期高齢者医療保険の被保険者とな

るという住所地特例の変更によるものであります。それでは新旧対照表によ

りましてご説明いたします。 
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第３条におきましては、保険料を徴収すべき被保険者として、後期高齢者

医療の被保険者を定義しておりますが、第２号から第４号につきましては、

住所地特例の判定パターンが示されており、それぞれが新制度の適用を受け

るための改正であります。 

第５号、次のページになりますけれども、第５号では先ほど説明した住所

地特例適用の国保の被保険者が、施設等で７５歳の誕生日を迎えられたと

き、従前住所地市町村の加入する後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者

医療の被保険者となることを定めております。附則の、本文にお戻りくださ

い。すみません、新旧対照表の附則の改正です。この附則の改正では、附則

第２条の平成２０年度における被扶養者であった被保険者に係る保険料の徴

収の特例を、特例期間の終了により削除をしております。改正文にお戻りく

ださい。 

附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日から施行するものと

しております。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。久保田議員。 

４ 番 久 保 田 ちょっとお尋ねします。ちょっとわからないので。そうした

らどこの、他の県に移ったとしても、本人が申請をしたり手続きをしたりす

ることなくこれに適用されていくということでいいんですか。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 その施設とか病院に住所を移された場合ということになりま

す。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 はい、よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わ

ります。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 
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（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第１３号「川棚町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案はこれを可決することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１３号「川棚町後

期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決さ

れました。 

（１４：５９） 

議 長 次に日程第１６、議案第１４号「公有水面埋立の件」を議題

といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

町 長 議案第１４号「公有水面埋立の件」について、提案理由をご

説明いたします。 

  長崎県が実施します、川棚港白石地区での港湾整備事業において、物揚

場、野積場及び護岸の用地として８０１．３７㎡の埋立免許を、平成２９年

１０月１９日に出願されたことに伴い、平成３０年１月３０日付けで公有水

面埋立法第３条第１項の規定により、港湾管理者である長崎県知事から町へ

の意見が求められましたので、異議ない旨、回答することについて同条第４

項の規定による議会の議決を求めるものであります。 

詳細につきましては建設課長から説明いたしますので、ご審議のうえ、ご

決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 それでは説明をいたします。今回、町長提案説明にありまし
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たように、長崎県から港湾管理者の長であります長崎県知事に対して公有水

面埋立の免許出願があっておあります。これを受けまして、長崎県より平成

３０年１月３０日付けで縦覧告示の依頼があり、本町でも２月２日付けで免

許出願の告示を行い、３週間の縦覧期間を経ておりますが、閲覧者もなく特

に意見もございませんでした。 

なお、白石地区の物揚場改修事業は既存の物揚場が昭和４０年代に建設さ

れ、経年劣化等による老朽化が著しく、また、漁業者が転落、失礼しまし

た、転倒するなどの事故も発生しており、安全な利用ができていなかったこ

とと、さらに地元漁業者並びに川棚漁業協同組合の要望に伴い、実施される

ものでございます。なお、同漁協の埋立に関する同意は平成２８年６月２７

日の総会で承認をされ、平成２９年８月２３日付けで同意されております。 

それでは議案に添付しております資料にてご説明をいたします。１枚め

くっていただいてよろしいでしょうか。 

まず、１枚目が地籍図でございます。埋立の位置につきましては、川棚町

白石郷字城ノ辻１２８９番２、ここは護岸敷きですけども、の地先公有水面

となっております。 

２枚目をお願いします。埋立区域の面積計算の図面でございます。薄い赤

色が埋立区域で、薄い黄色は埋立工事の施工区域を表しております。面積に

つきましては表の右、表の下、埋立区域面積８０１．３７㎡となっておりま

す。次をお願いいたします。 

３枚目が利用計画図でございます。薄い紫色が護岸、図面の左側ですね。

薄い緑色が物揚場、延長が５２ｍ。薄い黄色は野積場を表現、表しておりま

す。 

最後の４枚目でございます。埋立地の横断図となっております。 

埋立はまず物揚場、あるいは護岸を施工し、外海と遮断した後に背後の埋

土を陸上から搬入して計画高さまで仕上げる計画となっております。なお、

埋立の期間につきましては平成３０年度から３２年度までの３カ年を予定さ

れております。 

以上で説明を終わらせていただきますが、ご審議のうえ、ご決定いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。田口議員。 
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２ 番 田 口 この鑑のところですが、長崎県知事に答申をしたいというと

ころですけども、これは先ほど説明で港湾管理者である長崎県知事に答申し

たいというような説明がありました。一方、この公有水面埋立の免許を出願

しているのも長崎県知事ということであるわけなんですが、その埋立免許を

出願しているのはどういう立場の知事ですかと。そして、その埋立免許を与

えるのはどういう立場の知事ですかと。こういう港湾管理者である知事が免

許を与えるという立場なのか、港湾管理者である知事が免許を申請したので

はないかと私は思ったりするんですけども、要するに知事の立場、出願をす

る、免許をする、そういった立場を説明していただきたいと思います。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 はい。それではお答えをいたします。免許の許可権者は港湾

管理者であります。その港湾管理者が長崎県知事でもあります。以上です。 

議 長 田口議員。 

２ 番 田 口 埋立免許を申請したのはどういう立場の知事でありますで

しょうか。 

議 長 はい、建設課長。 

建 設 課 長 お答えいたします。事業実施者の長崎県知事。 

議 長 田口議員。 

２ 番 田 口 はい。まあ、事業実施者イコール港湾を管理する、そして、

その港湾を整備をしたいと思っている知事であろうと思われるので、やっぱ

り出願しているのも港湾管理者である知事ということにはなりませんかね。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 お答えいたします。公有水面埋立免許書の出願によります

と、出願人は長崎県、代表者が長崎県知事となっております。相手先が川棚

港湾管理者、長崎県知事中村法道となっておりますので。はい。事業実施の

県知事が港湾管理者の県知事に申請を、出願をしたということです。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。髙以良議員。 

１０番髙以良 先ほどの説明で、埋立期間が３０年度から３２年度というこ

とでしたが、最終的に野積場とか物揚場が完成するのも３２年度末までには

完成するということでいいんですか。 

議 長 はい、建設課長。 
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建 設 課 長 はい、お答えいたします。物揚場、野積場の完成も含めて３

２年度に完成予定でございます。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。ありますか。はい、久保田議

員。 

４ 番 久 保 田 ちなみに、ここを利用される組合員の人は何人いらっしゃっ

て、この２年間の間はどこを使われるのでしょうか。今、ここを使ってい

らっしゃる組合の人、漁業組合に加入している人は何人いらっしゃって、そ

の工事期間中はどこを使われるんですかね。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 はい、お答えいたします。大変申し訳ありませんが、組合員

数は不明でございます。利用漁港につきましては、ボーリング調査の折には

川棚の平島地区を利用していただいておりましたので、そのように考えてい

るところでございます。 

議 長 はい、建設課長。 

建 設 課 長 追加で説明をさせていただきます。施設が港湾施設でござい

まして、直接組合員との関係での整備ではないということで、港湾の施設整

備というふうにご理解いただければと思います。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 
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議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから議案第１４号「公有水面埋立の件」の採決を行います。 

  お諮りします。本案はこれを可決することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１４号「公有水面

埋立の件」は、可決されました。 

（１５：１４） 

議 長 以上をもちまして、本日の日程は全部終了をいたしました。 

  本日は、これにて散会といたします。ご起立願います。お疲れ様でした。 

（１５：１４） 
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